
ゼミ概 要

Q

A

葺合南54号線を、市民や利用者が「自分たちの道」

と感じ、愛着を持つことができ、どんどん利用したく

なるような新しい仕組みや活用法、きっかけとなるイ

ベントなどを考えるゼミを、一般の参加者を募集して

開催しました。

道路がなければ、人に会うこともできなければ、

物を運ぶこともできなくなります。日々の暮らし

の様々な場面で必要不可欠な存在、道路。その

道路と私たちの関係が少しずつ変わってきてい

ます。ただ、移動するだけでなく、移動+αの要

素が加わることで、道路がもっと魅力的な居場

所へと変化します。

三ノ宮の目抜き通りフラワーロードの東側、JRの駅と
みなとのもり公園をつなぐ葺合南54号線。この道路
を対象に、市民や利用者が「自分たちの道」と感じ、愛
着を持つことができ、どんどん利用したくなるような
状況を考えるゼミ（＋クリエイティブゼミvol.22「道路
の未来を考える2実践編」）を実施しました。このリー
フレットでは、そこで生まれた新しい仕組みや活用
法、きっかけとなるイベントなどを紹介し、道路の未来
をより多くの人と一緒に考えていきたいと思います。

自動車のために整備されてきた道路ですが、時代の変化の

なかで、現代では歩行者のための道路として活用すること

が求められています。「公共」の概念が激しく変化している

現代にあって、「道路」について市民が考え、話し合い、提案

し、実践することは、「公共」を私たちの身近なものとしてと

らえるためにも、大きな意味があるように思います。

各チームごとにリサーチ・ミーティングを重ねて導き出したアクション
プランを発表し、講師とゲストによる講評を行いました。

日時  2016/11/12(土) - 2016/11/23(水・祝)

講師  永田 宏和
  （デザイン・クリエイティブセンター神戸 副センター長）

ゲスト  西尾 京介
  （株式会社日建設計総合研究所（ＮＳＲＩ）主任研究員）

主催  デザイン・クリエイティブセンター神戸

協力  神戸市建設局道路部

なぜ道路に注目するの？

Q

A 自分たちの場所として使いこなすためのしかけがあること、

どのような人を、どのように巻き込むかという仕組みが重

要です。大きな枠組みの中だけで考えるのではなく、関係す

るさまざまな人たちの、小さな貢献の集積が、街全体の公

共空間の創出に役立つような仕組みを考えることが求めら

れています。

道路を「活用する」ためには何が必要？

Q

A 道路は街の最大の不動産、市民にとっての貴重な財産で

す。それをどう使いこなすかは私たち次第。私たちの知恵と

アクションによって、暮らしの豊かさや、まちの価値が変わ

るとしたら、それってとても楽しくありませんか？

道路って、国や行政の持ち物ですよね？
一般市民が関われるの？

Q

A そもそも道路が交通機能に占められるようになったのは

100年ほど前からで、それまではコミュニケーションの場と

して使われていました。いま世界中で、自動車のためだけで

ない道路の活用のしかたについて議論されています。

実際、道路でどんなことができるの？
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ゼミスケジュール（全5回）

最終発表

実際に対象となる道路をみんなで歩きました。道路の環境、使

う人の様子、実際に使ってみてどう感じるかなど、様々な視点

でリサーチしました。また、他のエリアにも足を伸ばし、街の中

で道路がどのように活用されているか覗いてみました。

FIELDWORK
（日）

フィールドワーク

（水・祝）

各自のリサーチを発表し合い、それぞれのターゲットとしたいポイント

や、希望する課題テーマをもとにチーム分けをし、対象道路を活用する

アクションプランを話し合いました。

GROUPMEETING グループミーティング

（土） （火）

神戸市が推進する道路のリデザインの目的を理解したうえ

で、道路に魅力を創出するために必要なことを、実際の活

用事例から学び、また、フィールドワークで街を観察するポ

イントのレクチャーを受けました。

レクチャー

（土）

「葺合南54号線」は、JR 三ノ宮駅前から、みな

とのもり公園までを結ぶ道路です。神戸市は、

市民ニーズや地域課題に対応するために、道路

の利用環境や周辺の土地利用状況を十分に分

析し、「交通機能の最適化」と「空間機能の向

上」を図ることで、道路から「暮らしの豊かさ」を

感じられる公共空間の整備を目指しています。

「葺合南54号線」では、自動車交通中心の「交通

機能優先の道路」から、歩行者が楽しみながら

街を歩くことができるよう「空間機能優先の道

路」へと再整備し、歩道の拡幅を進めています。

葺 合 南 5 4号 線 の 概 要

道路の未来を考え、周辺の街の魅力を高めるために、
次のようなプロセスを想定しています。

こ れ から の 道 路 を 変 える 道 標

道 路 の 未 来 を 考 えるた め の Q & A

LECTURE

提 案 内 容 は 中 面 へ！
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このリーフレットを参考にビジョンを共有し、
道路を楽しく使うためのアイデアを考えます。

ビジョンを共有する ― 

共有したアイデアをもとに、
実際の道路で行う
小さなアクションと
エリアを決定します。

アクションと
エリアを共有する ― 

決定したアクションを実践するために
必要なメンバーを広く募ります。

メンバーを集める ― 

実際に道路に出て、
たくさんの人を巻き込んで
アクションを展開します。

アクションを試みる ― 

終了後、小さなアクションの結果を振り返り、
次のトライアルにつなげます。

結果を評価する ― 

ふきあいみなみ
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